
 

 

 

 

「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない・・・」とユネスコ憲章の前文にあるよ

うに、私たちは、自ら平和な心を学び合い、家庭や社会で思いやりを掛け合う仲間づくりと青少年育成に取り組んできました。  

しかし一方、世界ではイラクやアフガニスタンと繰り返される戦争や内戦により、貧困や飢餓で苦しむ人々が増え続けています。  

私たちは少しでも手を差し伸べたいと願い、まごころ支援活動が始まりました。 

 カンボジアでは１９７０年の後半、内戦からポルポトの独裁政権下で、３００万人もの人々が虐殺され、現在でも国内は深刻な状態です。 

私たちは未来を担う貧しい子供たちにも教育が急務であると考え、学校 建設支援、水資源の整備（井戸・トイレ・ため池）等、様々な活動

を実施して、多くの市民の皆さまのまごころご支援を、直接現地の人々にお届けさせて頂きました。 

 世界人口６５億人中８億の人は、水や食料もなく過酷な貧困状況下で生きています。 

平和な国に住む私たち日本人・・・毎日の食糧廃棄量が約 60,273ｔなんと毎日 10ｔトラック 6,000 台分の食糧が捨てられています。 

私達の生活が世界中の飢餓を作り出している様にさえ感じてしまいます。    

 2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が襲い、未曽有の津波にのまれ 2 万人余りの死者と行方不明者、そして福島原発の崩壊で放射能の

汚染地域被害、国内のエネルギー問題も大きく見直されなければなりません。私たちは生活を見直し、物を大切に、人と人が助け合う世界

が求められているのです。  

私たちは、早速被災地を訪ね、まごころ支援物資をお届けさせて頂きました。石巻市や女川町、雄勝町はすべてが地震と津波に押し流さ

れ壊滅状態でした、家も工場も家族まで失って避難されている方々は、悲しさを秘め、私たちを明るく迎えて下さいました。 

＜第 1 回支援・石巻湊牧山の皆さん 65 名  第 2 回支援・飯野川小学校雄勝町の皆さん 140 名＞ 

「早速、まごころの食料や洋服を支援して頂き本当に有難うございました。その夜には美味しい食事を頂きました。そしてお年寄りのご婦人

までが洋服を着て、まるでファッションショーのようにして喜び合いました。」 「沢山のまごころの支援物資と温かいカレーの炊き出しに涙が

出る思いです。」 「その日から許されて、自ら料理を作り、楽しく明るい避難所になりました。」「震災はつらく悲しいけど、普通の生活が最

大の幸せな事と気づきました。」  

「皆さまへの恩返しと思い、前向きに生きていきます。」石巻市雄勝町 主婦 K・Y  

 私たちは、被災されておられる方々から教えて頂きました。 苦しい時ほど家族を大事にし、人さまと助け合い感謝で力強く生きること！ 

 今こそ大事な時を迎えました。日本中の私たちが心を一つにして「がんばれ東北」「がんばれ日本」「がんばれ世界の人々へ」と 愛と 

思いやりの輪をひろげる時が来たのです。     どうぞ皆さん、私たちのまごころの支援を、現地の方々に直接お届けしましょう。 

そして豊かな思いやり溢れる心を学び合い、愛と平和への支援者となりましょう。    

平成 23 年 5 月 25 日                           特定非営利活動法人ピースサポート協会     理事長 久保田光明 

 

 

家も失い家族も亡くした人たちの元気な笑顔に、私たちは大きな勇気をいただきました。 

「がんばろう日本！」「がんばろう石巻！」自然と涙がこみ上げてきます・・・。 
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津波に壊された住宅を、一軒一軒まごころで耐震調 

査してくださった小林社長さんと一級建築士對間

さん、20 件もの方々が「本当に不安が無くなりま

した」と喜んでくださいました。被災者の方々は壊

れた我が家に戻って、電気も水も何もない中で生活

していました。この家の隣の家族は祖父母とお孫さ

ん二人が津波に流されて亡くなってしまいました。 

私たちは 4月 19 日、皆さんから沢山のまごころの支援物資を、現地の被災されている方々にお届けさせて頂きました。 

宮城県石巻市湊町は地震と津波により住宅や工場が全滅状態でした。＜石巻市＞人口 162,822 人死者 2,806 人 行方不明 2,770 人 

3 月 11 日まで住んでいた町並みが一瞬にして押し流され、多くの人たちが亡くなってしまいました。 

津波から逃げられた人たちは、家を無くしこれからどう生きたらよいかも考えられず、118 ヶ所の避難所に 12,406 人の避難者の

人々が助け合って居ります。私たちは、公の大きな避難所に来られない、支援物資も届かない、高台の神社の社務所の人々へ、まご

ころの支援物資をお届けすることができました。そこでは、最初は 120 人の避難者でしたが、現在はそれぞれ個人の親戚先や壊れた

ままの自宅の 2 階に戻られたりされて、現在 30 人の方々が助け合って共同生活を送っています。数日前にやっと電気がつきました。

戻る所もない人たちは行政による仮設住宅も進まず、帰るところもなく、これからも長期にわたり避難生活をしなければなりません。

被災者の皆さんはとても元気に前向きに生きておられました。」家も失い家族も亡くした人たちの元気な笑顔に、私たちは大きな勇

気をいただきました。「がんばろう日本！」「がんばろう石巻！」自然と涙がこみ上げてきます・・。 

自宅は壊滅状態で地盤は 78ｃｍ沈下してしまい、海抜 0ｍとなって、満潮のときは海水が地面まで上がってきてしまいます。 

「私たちは何も無くなってしまいました。しかし命が助かってありがたいです。前を向いて歩くしかありません」・・・。 

 

生まれて初めての学校に喜ぶカンボジア子供たち 

新住居も住めなくなりガレキに呆然とする主婦 

（湊町） 

家を失くし石巻市牧山に非難する 65名の方々。 

私たちは、5月 6～7日、皆さんからの支援物資を、石巻市飯野川小学校に避難されている、

雄勝町の 140 人の皆さまへお届けさせて頂きました。  雄勝町は女川町からさらに北へ

15ｋｍの浜辺、雄勝町役場は津波に流され、町が壊滅状態のため避難所もなく、約 20ｋｍ

も離れた飯野川小学校に避難されています。すべての人は家を無くし家族も亡くし、生き

る希望も失いかけている状態です。しかし雄勝町の皆さんは、元気に助け合って避難生活

をされ、毎日 9時と 17 時に支給されるおにぎり一つを食され、約 2ヶ月間温かい料理も食

べられず、ジッと耐えておられるのです。本当に頭の下がる思いです。 

私たちは前日に有志の皆さんによって料理して頂いたカレーをあたため、ＮＰＯフレン

ド協会の坂本会長さんから頂いたガス炊飯器で温かいご飯を炊いて、皆さんに召し上がっ

て頂くことができました。皆さんからは「本当に美味しいカレーですね！」「夜帰ってくる

人にも食べさせてあげたい！」と拍手され大変喜んで下さいました。最後のお別れの時に

は「私たちは北関東から皆さんのことをいつまでも応援しています。どうかあきらめない

で下さい・・・、」思わず叫んでいました。又、小学校の日野教頭先生が駆けつけて、「こ

れから学校の調理室を使ってください」と声をかけてくださり、法務省や県の役員さん方

も協力してくださいました。その夜には「食料も衣類もこんなに沢山支援をしてくださっ

た関東の皆さんによろしくお伝えください。私たちも頑張ります」と皆さんから重ねて御

礼の言葉を頂きました。本当に有難うございました。 

 

NPO の鈴木さん大川さん茨城水産の石原さんと共

にいざ出発です。4月 19日大川藍染店にて 

飯野川小学校に避難する雄勝町の皆さま 140名 

飯野川小学校の 140 名の方々へ炊き

出し支援について話し合いました 

(足利市民活動センターにて） 

正面；藍染店主大川氏 

右奥；ＮＰＯ鈴木氏 

前橋のピースサポート事務所で、カレー200人分、煮卵

料理 500個の炊き出しをして下さった皆さん 12名 

飯野川小学校に避難している雄勝町の 140 人の皆さ

んが美味しいカレーと卵料理を本当に喜んで下さい

ました。皆さんからの生活物資もお渡ししました 

津波に襲われた湊町住宅地、地面は 78センチ沈下 
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5月 25日、ニューサンピア高崎に於いて、

支援活動交流会が開催されました。足利

市民活動センター長鈴木光尚氏(中央)カ

ンボジアフレンド協会会長坂本侃氏（左）

郁子様、菅田理事長様、パース大学講師

竹沢泰子先生（右）他多くの支援活動の

皆さま方が出席され、東北の被災地支援

活動の現状、カンボジア支援、テディベ

ア活動などのお話を通して、「人のために

尽くすことは自分自身が生まれ変われる

ことになるのです」との言葉が心にのこ

る本当に意義のある交流でした。 

 

日本の年間に捨てられる食品は 

最大 2200 万トン１日に 60,273ｔ、 

10ｔトラック６,027 台分捨てられている。 

その原因は好き嫌いの食べ残しが 1 割、 

賞味期限切れで食べずに捨てる食料や、 

コンビニなどで廃棄する食糧が大半を占めると言

われています。 

国内の農水産業の生産額 11 兆円とほぼ同額の食

糧を捨てています。 

世界食糧援助の総量590万ｔをはるかに上回る食

料を毎年廃棄していることになります。 

 

 
 

第一条 この法人は、特定非営利活動法人 ピースサポート協会 と称し、 

         英文法人名は peace  support association（略称ＰＳＡ）とする。 

第三条 

    この法人は、人の心の中に平和の砦を築くため、古来から日本人が育んできた平和と豊かな心

を学び合い、戦争や貧困に苦しむ世界の人々や、自然災害で被害を蒙った被災地、被災者の方々

へ、直接届く支援活動に取り組み、国内に於いては、誰にでも出来る「まごころ支援募金運動」

を推進し、多くの人の善意の輪を拡げ、心豊かな社会づくりと平和活動の推進に寄与すること

を目的とする。 

第七条 

会員の入会については、第３条の目的に賛同する個人及び団体の他に条件を定めない。 

２  会員として入会しようとするものは、理事会の議決を経て理事長が別に定める入会申込書によ

り理事長に申し込むものとし、理事長は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならな

い。 

※入会金無し、年会費 個人(正会員)一口￥3,000 法人団体(特別会員)一口￥10,000  

一食を抜くことの痛みを

共有し、願いを分かち合

います。 

同 悲 の

 201１年(平成 23年)６月・第１号  ピースサポート協会 ニュース 

 

規約の抜粋 

 

私たちは戦争のない世界の平和を願っています。 

多くの人の幸せのために支援の輪を拡げています。 
 

 
 

事務所 〒379-2143 群馬県前橋市新堀町 190 番地１ 

 

（027）265-2277・携帯 090-1113-9200 

Ｅ‐mail：kubota2511@yahoo.co.jp 
 

 

6 月 8 日、ピースサポート協会事務

所において法人に向けての会議が行

われました。 

ピースサポート協会の趣旨は「心に

平和の砦を築き、豊かな思いやりあ

ふれる人材を育成すること、そして

多くの市民の皆さまと共に、世界の

貧困に苦しむ人々へ、また国内の被

災者の方々へ直接支援を届ける活動

を推進することが確認されました。 

役員には前橋市、桐生市、足利市、

そして埼玉県、岐阜県の代表者の

方々が選ばれました。 

＜世界危機の現状＞          「日本ユニセフ協会資料より」 

世界人口６５億人中、約 10 億人が貧困・飢餓の状態 

１年間１１００万人死亡（５歳以下の幼児） 

１日 約３万５千人死亡   ３秒間に１人死亡 

子供達は栄養不足により肺炎、下痢、失明、死亡となる 

子供１０００人中の死亡率 アフガニスタン・２５７人 日本・4 人 

ビタミンＡのカプセル１個・・・・・３円 

１１億人の人は、安全な水が飲めない ３６億人の人は、トイレを使えない 

１億３０００万人の子供達は、学校に行けない  

２億５０００万人の子供達は、働く子供 

３０万人の子供たちが、兵士となって戦っている 

世界中に、１億１０００万個の地雷が埋まっている 

カンボジア地雷は、数１００万個埋まっている 除去期間１００年かかる 

 

＜雨にも負けず ＞             宮沢賢治 

雨にも負けず  風にも負けず  

雪にも 夏の暑さにも負けぬ  丈夫なからだをもち   

慾はなく 決して怒らず  いつも静かに笑っている  

一日に玄米四合と 味噌と 少しの野菜を食べ  

あらゆることを 自分を勘定に入れずに    

よく見聞きし 分かり  そして忘れず   

野原の松の林の陰の 小さな萱
かや

ぶきの小屋にいて  

東に病気の子供あれば 行って看病してやり   

西に疲れた母あれば  行ってその稲の束を負い   

南に死にそうな人あれば 行ってこわがらなくてもいいといい   

北に喧嘩や 訴訟があれば  つまらないからやめろといい   

日照りの時は 涙を流し  寒さの夏は おろおろ歩き  

みんなにデクノボーと呼ばれ  褒められもせず  苦にもされず   

そういうものに  わたしは  なりたい 

宮沢賢治は 1896 年（明治 29 年）8 月 27 日、花巻・母イチの実家で生まれ、 

1933 年（昭和 8 年）9 月 21 日、花巻の宮澤家で結核のため死去。享年 37 歳。 

賢治が生まれる約 2 ヶ月前の 6 月 15 日に「三陸地震津波」が発生して岩手県に多

くの災害をもたらしました。また誕生から 5 日目の 8 月 31 日には秋田県東部を震源

とする「陸羽地震」が発生し、秋田県及び岩手県西和賀郡・稗貫郡でも大きな災害が生

じました。この地震の際に母は賢治の入った乳幼児籠を両手でかかえながら上体をおお

って念仏を唱えていたと伝えられています。 

 質店の息子であった賢治は、農民がこの地域を繰り返し襲った冷害などによる凶作

で、生活が困窮するたびに家財道具などを売って、当座の生活費に当てる姿をたびたび

目撃し、賢治の人間形成に大きく影響しました。 

又、1933 年 3 月 3 日に「三陸沖地震」が発生し、大きな災害をもたらしました。 

誕生の年と最期の年に大きな災害があったことは、天候と気温や災害を憂慮した賢治の

生涯と、何らかの暗合を感ずると宮澤清六は指摘しています。 

 地震直後に詩人の大木実へ宛てた見舞いの礼状には、「海岸は実に悲惨です」と津波

の被害について書いています。 

まさに、宮沢賢治の生涯は「雨にも負けず」の作品に示され、現代の私たちにも、平和

な心の大切さを示唆して下さっています。今こそ私たちが「がんばれ東北」「がんばれ

日本」と心を一つにして、まごころの支援の輪を拡げる時ではないでしょうか。 

 

 
 

 

＜研究会・交流会・講演会＞ 
 平和は私たちの心から生まれます。家庭や職場での課題を話し合い、豊かな人

生をつかむ原動力になります。 

＜海外支援活動＞ 
海外の子供たちの現状を学び合い、学校建設や井戸ため池などの支援、里親支

援を推進します。 

＜被災地支援活動＞ 
 被災地の方々と話し合い、私たちのまごころ支援を直接お届けします。 

＜平和学習ツアー＞ 
 国内や海外へ歴史を学び、アジアの貧困に苦しむ人々や、被災地の方々へまご

ころの支援を直接届けます。 

＜まごころ支援募金の推進＞ 
 海外の貧困に苦しむ人や被災地の方々へ、月に一度は支援募金をしましょう！

と呼びかけて善意の輪をひろげます。 

＜広報活動＞ 
 機関紙ピースサポートニュースを発刊します。ホームページで活動公開します。 

 

私たちはこんな活動を推進します。 

カンボジア・プレイべン州ピエリアン中学校

の子供たちがこんなに元気になりました。 

 皆さん大きな希望を持ちましょう。 

私たちの善意のまごころ支援が、海外の子供たちへも届くのです。東

日本の大震災も世界中の国々から支援を寄せて頂いています。今や地

球家族なのです。 

私たち日本人も、思いやりの心を行動に表す時なのです。 

ピースサポート協会は多くの皆さんと共に、思いやりあふれる家庭や

社会を拡げ、東日本の被災された方々や、海外の貧困生活に苦しむ子

供たちへの支援を推進して行きたいと願っています。 

どうぞ皆さん、一緒に平和支援のサポーターになりましょう。 

そして生きがいある人生を歩みましょう。 

mailto:kubota2511@yahoo.co.jp
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%CC%C0%BC%A3
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B2%D6%B4%AC
http://d.hatena.ne.jp/keyword/1933%C7%AF
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B2%D6%B4%AC
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B7%EB%B3%CB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB%E4%B8%89%E9%99%B8%E5%9C%B0%E9%9C%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%99%B8%E7%BE%BD%E5%9C%B0%E9%9C%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B3%AA%E5%BA%97
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